
中國出土資料學會 

会員各位 

 

 下記の通り、本年度第 1 回大会を開催いたしますので、ふるってご参加いただきますよう、

お願いいたします。 

 

                          2026年 6月 5日 

中國出土資料學會 

会長  水野 卓 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

中國出土資料學會 

2026年度第 1 回大会 

 

日   時：2026年 7月 11日（土）13：00～17：00 

場   所：早稲田大学戸山キャンパス 36号館581教室 

      〒162-0052 東京都新宿区戸山 1‐24‐1 

      地下鉄東京メトロ東西線 早稲田駅から徒歩 3分 

      ※会場までのアクセスおよび校内案内図は、下記ページをご確認ください。 

       https://www.waseda.jp/top/access/toyama-campus 

       https://waseda.app.box.com/s/lwwbo30xn58b1mjoahvthnmbrad5xqrm 

 本大会はハイブリッド型（会場での対面による開催とともに、zoomによるオンライン参加

も可能）で開催されます。 

 

報告Ⅰ 荒見愛（早稲田大学大学院文学研究科博士後期課程） 

 発表題目：簡牘にみえる色彩描写 

 発表概要： 『管子』地員篇をはじめとする文献には、五色（青赤黄白黒）の配置や間色の

表記順には一貫した統一性が見られない。先行研究では、こうした色彩の表記

順が前漢の文帝期以降から前漢末（劉向・劉歆の五行相生説の体系化）にかけ

て時令（月令）の権威化に伴い、規則的に固定化されていく過程が指摘されて

きた。 

しかし、こうした規定が中央で固まる以前の時代、あるいは中央の思想的拘束

から離れた実用的な現場においては、色彩の情報はどのように記述されていた

のだろうか。 

出土文字史料である簡牘は、当時の実務者がその時を生きたナマの記録であ

る。人や馬の肌（毛）色や衣服のリストに青や黒など様々な色彩描写が記されて

おり、当時の人々の無意識的な色彩感覚や記述慣習が反映されていると考えら

れる。 

本報告では、こうした簡牘史料の悉皆調査を通じ、伝世文献の注釈にみられる

ような記号化された色彩が、実務的な行政・生活空間においてどの程度共有され、

あるいはどう異なるのかを明らかにしたい。 



 

報告Ⅱ 宋専専（北京大学中文系博士生） 

 発表題目：出土文献に基づく『論語』成立過程の再検討 

 発表概要： 近年、『論語』に関わる重要な出土文献が相次いで公表されている。具体的に

は、安徽大学蔵戦国竹簡『仲尼曰』、荊州王家嘴 798号戦国墓出土竹簡『孔子曰』、

および前漢海昏侯劉賀墓出土竹簡『論語』などがある。このうち、『仲尼曰』と

『孔子曰』はいずれも戦国時代楚地系統に属する写本であり、『論語』編定以前

の早期形態を伝える資料として、重要な価値を有している。 

本発表では、安大簡『仲尼曰』および王家嘴簡『孔子曰』について、その文献

的性格を検討し、『仲尼曰』は戦国時代における孔子語録の摘抄本である可能性

を指摘したい。加えて、その篇末附記に見える「耑 」字については、「短語」

と釈読すべきこと、『孔子曰』については、『論語』の初編本と完編本との中間段

階に位置する写本である可能性を指摘したい。 

さらに、本稿では『仲尼曰』と『孔子曰』の文本形態および内容に関わる諸問

題についても考察する。具体的には以下の通りである。（一）王家嘴簡の空白に

見られる特殊な書写現象（二）子罕篇「子畏於匡」章の内容解釈（三）出土文献

と伝世文献における否定詞使用の差異。 

 

報告Ⅲ 趙珊（北海道大学大学院文学研究院専門研究員） 

 発表題目：『金縢』再考――卜筮祭禱簡との比較を通じて 

 発表概要： 近年刊行された清華大学蔵戦国竹簡には、『武王有疾周公所自以代王之志』（い

わゆる清華簡本『金縢』）が含まれ、伝世本『尚書』金縢篇との関係が注目を集

めている。加えて、『史記』魯周公世家にも同内容の記載があり、その叙述が詳

細であることから、比較研究上の重要な参照資料となる。従来の研究では、今

古文の系譜をめぐる経学的議論や、伝世本と清華簡本の内容差の分析に重点が

置かれてきた。これに対し本発表は、『金縢』に関連する史料を楚地で出土した

卜筮祭禱簡と接続し、占卜・祭祀儀礼に関わる記述を手がかりとして、「穆卜」

「自以爲功」といった語の再解釈を試みるものである。あわせて、『金縢』関係

資料と卜筮祭禱簡に見られる占卜および祭祀過程の未解決箇所について、新た

な観点からの解釈仮説を提示することを目的とする。 

 

☆参加希望者は下のリンクから事前登録をお願いいたします。 

  https://forms.gle/knC53By75JSfZbwQA 

  【登録受付期間】 7月3日(金)まで。 

 

☆参加申込者には、7月4日以降に招待リンクと発表資料閲覧用のパスワードを事務局から送

付いたします。なお、会場にお越しになる方は、事前に発表資料をダウンロードしてご持

参ください。会場校の負担を減らすため、会場での印刷・配布はいたしませんので、ご了

承ください。 

☆また会場の開室時間は以下のとおりです。 

  2026年 7月 11日（土）12:00～18:00  36-581教室（報告会場） 

                    36-582教室（書店展示 兼 休憩室） 

☆参加費無料、非会員の来聴を歓迎します 



 

連絡先（大会委員長） 

  〒338-8570 埼玉県さいたま市桜区下大久保255 

        埼玉大学人文社会科学研究科 西山 尚志 

  E-mail：hisashi323@mail.saitama-u.ac.jp 


